
 

重み設定のためのアンケート方法(案)  

 

  環境行動計画推進委員８名を対象に行う。（区職員３名を除く） 

  （理由）国交省マニュアル「公共事業評価の基本的考え方」（評価の方法に関する解説P21）に以下のよ

うな記述がある。 

 

重み付け設定者の選定（抜すい） 

・評価項目の体系の内容や意味、用語の解釈を十分理解している必要がある。 

・大局的見地から総合的に各評価項目の重要性を評価できる必要がある。 

・評価対象事業分野に精通した有識者が相応しい。 

 

回答方法 基本目標達成のために、重要だと思う項目を目標ごとに選ぶ。（１/２程度） 

      ※下記の例（基本目標５）で言えば、７個中３個選ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重みの設定方法 回答数の多い項目から降順に付番し、合計が１になるように配分する。 

         ※№７の場合 ７/（７＋６＋６＋６＋３＋３＋１）=７/32=0.22 

（回答数ではなく、回答数の順位で重みを付ける） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年内を目途に委員８名に対してアンケートを実施し、重みを設定する。 

⇒次回の委員会にて、評価イメージを共有するため、重みを付けた評価を試行的に実施する。 

※重みを付けた評価(本番)は、中間評価(中間改定)年度(R4)及び最終改定年度(R9)に実施する。 

（例）基本目標５　学びと行動の輪（わ）　～みんなで環境活動に取り組むまちづくり～

委員A 委員B 委員C 委員D 委員E 委員F 委員G 委員H 合計

1 中央エコアクト（家庭用）を推進する。（参加世帯数を増やす） ● ● ● ● 4

2 中央エコアクト（事業所用）を推進する。（認証件数を増やす) ● ● ● ● 4

3 「中央区の森」事業を推進する。（整備面積を拡大する） ● ● ● ● ● 5

4 環境情報センター事業を推進する。（総来館者数を増やす） ● 1

5 環境情報センター事業を推進する。（講演会・講座等参加者数を増やす） ● ● ● 3

6 まちかどクリーンデーを推進する。（参加登録数を増やす） ● ● ● 3

7 緑化ボランティアを推進する。（参加人数を増やす） ● ● ● ● 4

評価項目

（例）基本目標５　学びと行動の輪（わ）　～みんなで環境活動に取り組むまちづくり～

委員A 委員B 委員C 委員D 委員E 委員F 委員G 委員H 合計 重み

7 「中央区の森」事業を推進する。（整備面積を拡大する） ● ● ● ● ● 5 0.22

6 中央エコアクト（家庭用）を推進する。（参加世帯数を増やす） ● ● ● ● 4 0.19

6 中央エコアクト（事業所用）を推進する。（認証件数を増やす) ● ● ● ● 4 0.19

6 緑化ボランティアを推進する。（参加人数を増やす） ● ● ● ● 4 0.19

3 環境情報センター事業を推進する。（講演会・講座等参加者数を増やす） ● ● ● 3 0.09

3 まちかどクリーンデーを推進する。（参加登録数を増やす） ● ● ● 3 0.09

1 環境情報センター事業を推進する。（総来館者数を増やす） ● 1 0.03

評価項目

 R1  R2  R3  R4  R5  R6  R7  R8  R9

 H31  H32  H33  H34  H35  H36  H37  H38  H39

● ●

重み付け評価スケジュール（案）

H30

資料７ 


